
研究機関名：旭川医科大学 
 
承認番号 21055 

課題名 発癌素地と腫瘍不均一性に関わる分子異常の解明 

研究期間 倫理委員会承認日 ～ 2026年 3月 31日 

研究の対象 旭川医科大学病院、札幌東徳洲会病院、遠軽厚生病院、旭川厚生病院、手稲渓仁会病

院で消化器及び呼吸器系腫瘍と診断され（「疑い」とされた方も含みます）、手術や検

査を受けられた方。ステージ、進行期、性別は問いません。年齢は診断時に 20歳以

上であった方を対象としています。 

（対象患者さんの受診期間：2011年 1月 1 日から 2026 年 3月 31日まで） 

利用する試料・情報

の種類 

 

 

■診療情報（詳細：年齢、性別、診断名、併存・既往疾患、治療内容、血液検査・

放射線画像検査、内視鏡画像検査、病理学的組織診断情報） 

■手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：消化器（食道、胃、大腸、肝臓、

胆のう、胆管、膵臓など）、呼吸器（肺、気管など）） 

□血液 

□その他（ ） 

外部への試料・情報

提供 

□自施設のみで利用  

■多施設共同研究グループ内（提供先：札幌東徳洲会病院 医学研究所）（提供

方法：郵送） 

■その他（提供元：旭川厚生病院、札幌東徳洲会病院、手稲渓仁会病院、遠軽厚

生病院）（提供方法：郵送） 

 

研究組織 ＜研究代表機関＞ 

旭川医科大学 内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野  

研究代表者：内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野 

（がんゲノム医学部門） 教授 水上裕輔 

研究分担者：外科学講座（肝胆膵・移植外科学分野）・准教授 横尾 英樹 

研究分担者：外科学講座（肝胆膵・移植外科学分野）・講師 今井 浩二 

研究分担者：外科学講座（肝胆膵・移植外科学分野）・助教 高橋 裕之 

研究分担者：外科学講座（消化管外科学分野）・講師 庄中 達也 

研究分担者：外科学講座（消化管外科学分野）・医員 武田 智宏 

研究分担者：内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野・講師 北

野 陽平 

研究分担者：内科（代謝・免疫・消化器・血液）・助教 高橋 賢治 

研究分担者：内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野 助教 河

端 秀賢 

研究分担者：内科（代謝・免疫・消化器・血液）・助教 林 明宏 

研究分担者：内科（代謝・免疫・消化器・血液）・医員 藤林 周吾  

情報公開文書（複数施設研究用） 



研究分担者：内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野・技能補

助員 玉村 伸恵 

研究分担者：地域がん診療連携講座 特任助教 後藤 拓磨 

研究分担者：光学医療診療部・医員 岩本 英孝 

研究分担者：呼吸器センター 呼吸器内科・講師（学内） 佐々木 高明 

研究分担者：病理部 教授 谷野 美智枝 

研究分担者：病理部・講師 湯澤 明夏  

 

＜共同研究機関＞ 

JA北海道厚生連旭川厚生病院 消化器科 医長 河本 徹 

旭川赤十字病院 消化器内科 部長 藤井 常志 

JA北海道厚生連遠軽厚生病院 内科 副院長 栁川 伸幸 

札幌東徳洲会病院 消化器内科 部長 木村 圭介 

手稲渓仁会病院 消化器病センター 副センター長 高橋 邦幸 

札幌東徳洲会病院 医学研究所 部門長 小野 裕介 

名寄市立病院 消化器内科 副院長 鈴木 康秋 

研究の意義、目的 消化器及び呼吸器系の腫瘍のなかには、「難治がん」と呼ばれ、他のがんと比べ

て治療成績が不良な病気が多くみられます。一見正常に見える部分にも顕微鏡レ

ベルで微小ながん細胞が潜んでいることがあり、病気の範囲が不明確な場合があ

ります。このような場合に、遺伝子レベルでの異常の積み重なり方を調べること

で、どのように病変が拡がったのか、再発する可能性が高いのかが分かるように

なる可能性があります。この研究では、消化器及び呼吸器系腫瘍を顕微鏡レベル

さらに分子（遺伝子やタンパク質）レベルで詳しく見直すことによって、これか

らの診断や治療に役立つ新しい情報を得ることを目的としています。 

研究の方法 これまで対象の病院で受けられた検査や手術の際に採取し、保管されている組織

を利用します。ここから、組織の一部を切り出し、腫瘍部分と正常な組織の部分

から核酸（DNA や RNA）を取り出します。これらを「次世代シーケンサー」等の

機械を使って解析し、がん関連遺伝子の変化がないかどうかを調べます。また、

同様に保管されている臓器の一部から病理組織学的検査（顕微鏡で採取した組織

や細胞を調べる）を行います。 

その他 今回の研究対象となる遺伝子情報は病気や健康状態等を評価する上での精度や

確実性が十分でなく、お知らせすることにより患者本人や血縁者に精神的負担を

与えたり、誤解を招くおそれがあるため、結果はお知らせしません。その一方で、

研究の過程において提供者及び血縁者の生命に重大な影響を与える結果が発見

された場合には、主治医を含む遺伝学に十分な知識を有する複数の医師で協議し

た上で、結果をお伝えする可能性があります。 

 

 



本研究は、旭川医科大学内科学講座の研究費の一部（診療科の研究資金（運営費

交付金）や科学研究費補助金（20H03655「発癌素地の多様性と分子遺伝学アプロ

ーチに基づく膵癌の早期診断」、20K07650「患者由来がんモデルを用いた肝細胞

癌に対する FABP5 を標的にした新規治療法の開発」、20K16947「微量組織検体に

おける不適正率をゼロにするデジタル細胞診」、20K07671「ドライバー変異が惹

起する発癌経路に基づいた血中新規バイオマーカーの探索」、20K17009「GNAS 経

路からみた膵管内乳頭粘液性腫瘍関連膵癌のバイオマーカーと治療標的の探

索」、20K09025「膵管内乳頭粘液性腫瘍の進展を担う分子機構の解明」、21K16439

「胆道癌における形態別にみた上皮内病変の胆管内分布と clonality」、

21K07954「膵癌進展を制御する長鎖 ncRNA の機能解析と細胞外小胞を用いた診

断・治療への応用」））を使用して行われます。本研究の利害関係については旭川

医科大学利益相反審査委員会の審査と了承を得ています。また、本研究の経過を

定期的に旭川医科大学利益相反審査委員会へ報告等を行うことにより、研究者と

企業との利害関係について適正にマネジメントし、公平性を保ちます。 

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出

下さい。 

 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さ

んの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の

連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはあり

ません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒078-8510 旭川市緑が丘東２条１丁目１－１ 

TEL: 0166-68-2462 FAX: 0166-68-2469 

旭川医科大学 内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野 

（がんゲノム医学部門） 教授 水上 裕輔 

 

研究責任者： 

旭川医科大学 内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野 

（がんゲノム医学部門） 教授 水上 裕輔 

 

研究代表者： 

旭川医科大学 内科学講座 病態代謝・消化器・血液腫瘍制御内科学分野 

（がんゲノム医学部門） 教授 水上 裕輔 

 


